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In AT power feeding, when we measure electric rurrent of a feeding, we must compound the current of trolley lines 
and that of AT feeding lines of which phases are revee改:dfor correct measurements. 
This paper describes test results of the measurement of electric rurrent AT power feeding湖1enthe cwrent of AT 

feeding lines of which phases are not reversed, and the comparison with the current of a feeding in usual at a sub-station 

and a sub sectioning post in Sanyo Shinkansen. 

1.き電電流測定の原理

交流AT鼈化区間において、各き電回線の負荷電流を測

定する場合、 T （トロリ線）相、 F （き電線）相の電流を
合成し測定する必要がある。それは複線区間においては上

下線のATの中性点が接続されており龍車負荷電流は上下

線それぞれのATから供給されるためである。
図 1は、 ATき電回路において車両に龍力が供給される際

の電流を表しています。
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2.測定結果
平成15年4月15日、新上道SS、新南方SSPにおい

てき電電流を測定した際、T相、 F相の電流を同一方向で

合成したため、想定外の電流が測定された。

そこでこの時のき電回線電流の測定結果と、 通常の測定

方法に戻した、 4月16日のき電回線電流測定結果を比較

する。

2-1 新上道SS電流測定結果の比較
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Fig. 1 Current suplied for a train in AT power feeding 

図 1において下りトロリ線電流 Itll、下りき電線電流

Ifll、上りトロリ線電流lt12、上りき電線鼈流If12とし、
下りATに流れる電流を 11、上り ATに流れる龍流を I2

とし、下り線に在線する車両の負荷電流をItとすると、そ

れぞれの電流は以下の式で表すことができる。

下りトロリ線電流 ltll =l1+212・・・・・・・・・・・・(1)
下りき電線電流 Ifll =-11・・・・ ・・・・・・・・・・・(2)
上りトロリ線電流 lt12 =12-212= -12・・・・・・(3)
上りき電線俎流 If12 = -12・・・・・・・・・・・・・・・(4)

車両負荷亀流 ltr = 212+2l1・・・・・・・・・(5)

このとき

Itll-Ifll=(I1+ 2I2)-(-I1)=2I2+2Il=Itr 
であることから、車両免荷電流を測定するためにはトロリ

線電流を測定するCTとき屯線電流を測定するCTの極性

をたすき掛けに合成することによって求めることができる。

Fig,2 electric current of feedings at Shi・jodo sub・station 
(the current of AT feeding lines not reversed) 
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Fig,3 electric current offeedings at Shi・jodo sub-station 
(the current of AT feeding lines reversed) 

〔No.03-51〕

Fig.2は、 平成15年4月15日に測定された、き鼈線

CT二次回線を反転せずに合成した時の新上道SSのき電

電流です。Fig.3は翌4月16日に通常の測定方法で測定

した新上道SSのき電鼈流です。
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2-2新南方SSP電流測定結果の比較
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Fig.6は新上道SS、新南方SSP間に列車が在線して
いる垢合の電流を表す。この時各ポストのき電回線電流は

以下の通り表すことができる。

新上道SS lt13 = (1-2a)ll + (1/2+2b)l2 + 2cl3 + (l/2+2d)l4 

Jf13 = -11 -12/2-14/2 
It 14 = 2al I + (l /2-2b)12 + (1-2c)13 + (l/2-2d)l4 

lf14 = -12/2 -13 -14/2 

新南方SSP ltll =-2all +(-3/2+2b)l2+2(c-l)l3+{-3/2+2d)l4 

lf13 =-12/2-14/2 

lt14 = 2all + (1/2-2b)l2 + 2(1-c)l3 + {l/2-2d)l4 

lf14 = -12/2 -14/2 

Fig,4 electric current offeedings 
at Shi・minamikata sub sectioning post 
(the current of AT feeding lines not reversed) 
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Fig,5 electric current of feedings 
at Shi・minamikata sub sectioning post 
(the current of AT feeding lines reversed) 

Fig.2は、平成15年4月15日に測定された、 き電線
CT二次回線を反転せずに合成した時の新南方SSPのき

電電流です。 Fig.3は翌4月16日に通常の測定方法で測
定した新南方SSPのき電電流です。

3.測定結果の考察
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Fig.6 electric current of feedings in AT power feeding 

(a train between SS and SSP) 

113,114 :き鼈回線電流 ll,!2,13,14 : AT吸上電流

lt13,ll14 :き電回線のT相電流

If13,lf14 :き電回線のF相亀流
a,b,c,d : O<a,b,c,d<l/2を濶たす変数

この時、き電線の電流を反転せずに合成した時の新上道

8S13,14回線、新南方SSll,12回線のき電電流の値はそれ

ぞれ以下の式の通り となる。

新上道SS

113 = (ltl3+Ifl3)/2 = ・all+bl2+cl3+dI4 
114 = (It14+If14)/2 = al1 ・bl2・cl3・dI4 
新南方SSP

Ill=(Itll・Ifll)/2 = ・al1+(・l+b)l2+(c・l)l3+(・1+d)l4 
112 = (It12・ If12)/2 = al1 ・bl2+(l ・c)l3・dI4 

またこの時、 新上道SSの13,14回線電流の和は0となり、 Fig,2
と整合性がある。
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Fig.7 electric current of feedings in AT power feeding 

(a train between SSP and SP) 

Fig.7は新南方SSP、新庄SPrd)に列車が在線してい
る場合の電流を表す。

この時、 き電線の電流を反転せずに合成した時の新上道

SS13,14回線、新南方SSll,12回線のき鼈電流を同様に求

めると、値はそれぞれ以下の式の通りとなる。

新上道ss113=[14=0、新南方SSPI11=112=0

この結果はFig,2、Fig4と整合性がある。

4, まとめ

従来からATき鼈方式において負荷咀流を測定するため

にCTのF相を反転させて合成する方法が提案されていた

が、実際にT相、 F相の電流を同一方向で合成した場合の

測定結果はなかった。

今回の測定結果はき電霞流の測定方法、 ATき鼈におけ

る屯流を理解する上で貸重なデータいえる。
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